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V246a CTA大口径望遠鏡のための焦点面検出器の開発 (2)
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CTA(Cherenkov Telescope Array) 計画は、3～10 平方 km の領域に配置した大中小 3種類の口径の望遠鏡の
アレイによる大規模な超高エネルギーガンマ線天文台を建設することで、従来の望遠鏡より一桁高い感度を達成
し、数 10 GeV から 100 TeV までのエネルギー領域の宇宙ガンマ線観測を行うことを目指す国際共同実験計画で
ある。現在、CTA日本グループでは大口径望遠鏡 (LST)の焦点面検出器の開発を進めている。これまで我々は、
LST焦点面カメラの光検出器の候補として浜松ホトニクス社と共同開発を進めている光電子増倍管の性能評価を
行ってきた (2011年 秋季年会、櫛田 ほか)。本講演では引き続き、7本の光電子増倍管を束にし、高圧回路、高
速プリアンプ、モニター制御回路、読み出し回路を合わせた光電子増倍管クラスター、さらに数個のクラスター
からなる小規模のプロトタイプカメラとその冷却系の開発状況について報告する。


